


ダスキン環境方針

私たちダスキンは、
環境保全と企業経営の両立に全力で取り組み、
生産から使用後まで、安全で安心、
環境保全に配慮した商品・サービスを提供します

（１）環境負荷が少ない
商品・サービスの設計・開発・選択

原材料の調達から商品の製造、お届け、お客さまによるご使用、使い終わっ

た後の回収再生や処分まで、すべての段階に配慮し、安全・安心で環境負

荷低減に貢献する商品・サービスを開発し採用します。

商品や資材の循環活用を推進し、資源のもつ価値を十分に活用します。

（２）環境負荷が少ない工場稼働

省資源で省エネルギーな工場稼働に努めます。

廃棄物や環境負荷となる排出を抑制すると共に、排出物のリサイクルや有効

活用を推進します。

公害や事故を発生させない工場稼働に努めます。

（３）環境負荷が少ない物流と営業・販促活動

ムダのない、効率的な商品流通・物流と営業活動に努めます。

車両活用に伴う排ガス汚染の軽減、ＣＯ２排出の削減に取り組みます。

環境保全に、より優れた商品・サービスの積極的販売を推進します。

（４）環境負荷が少ないオフィス活動や施設・設備

省資源で省エネルギーなオフィス活動を推進します。

グリーン購入により、環境負荷の低い物品の活用を推進します。

（５）環境負荷が少ない社会づくりへの貢献

法令や規律を守ると共に、環境保全を推進するための社会施策や要請に積

極的に協力し、自らも貢献できる施策を検討し、実践します。
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ダスキンは創業以来、独自のレンタルシステムで商品をお届けしてまいりました。

もともとの事業活動の根幹には、商品を何度も何度も使い、寿命が尽きるまで

使いきるという発想があり、貴重な資源の節約に貢献してまいりました。その発

想は、昔からつつましく暮らしてきた日本人が「もったいない」という言葉を使い

ながら、「もの」を大切にしてきた心そのものです。ダスキンは、まさに「もったいな

い」から始まったビジネスです。レンタルでお届けする商品領域もマットやモップ

から、今ではロールタオルや浄水器、レンジフードフィルターなど生活のあらゆる

分野に広がっています。

当社では、2004年度から3カ年の中期経営計画をスタートさせました。スター

トにあたり、あらためて社会に対して果たす責任を約束し、その第一に商品・

サービスの「安全・安心」と「環境保全への配慮」を掲げています。資源保護や

廃棄物の削減、リサイクルを徹底し、あらゆる事業活動を通して、環境貢献を果

たしていくことを目指しています。

創業以来、世の中の役に立つ「喜びのタネをまく」ことをモットーに、全国の

6,000を超えるフランチャイズ加盟店とともに、全国の市や町で提案する活動を

続けてきました。その願いは不変の企業目的として「あなたの喜ぶ顔が見たい」

というメッセージに込めています。環境貢献においても、お客さま・消費者、そし

て社会のご期待に応えられる誠実な取り組みを続け、循環型社会の実現に向

けて、企業としての責任と使命の一端を担いたいと、心より願っています。

日々の事業活動を通じて、
環境貢献に取り組み、
社会的責任を果たすことをお約束します。
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安全で安心、環境保全に配慮した
商品・サービス、そして楽しさをお手渡しします。

社会への４つの約束

歪みのない透明で公正な経営姿勢をつらぬき通します。

地域の人々と喜びを分かち合いながら、
心豊かな暮らしに貢献します。

立場を越えて、自由に意見を出し合い、議論し、決まったことは
一つとなって実行する、開かれた企業風土を醸成します。

ごあいさつ

代表取締役社長



ご使用いただいたモップやマットは、
ダスキンが責任をもって
１００％再生・再資源化活用しています。
（２００４年度の数値をもとに算出）
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再資源化

ダスキン

８５万枚（９６％）
再生

３万枚（４％）

３万枚（４％）８５万枚が商品としてよみがえります。

８８万枚の商品をお届けするためには、販売なら毎回

８８万枚の新品が必要になります。しかし、ダスキンの

レンタルでは３万枚（１/２９）の新品が使われるだけです。

厳しい品質検査により、

平均４％（３万枚）の商品が取り除かれます。
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レンタルモップ・マット

ダスキンのモップやマットは、１日に約

８８万枚、お客さまにお届けしています。

販売ならば、二度と返ってくることは

ない商品。しかし、ダスキンのモップ

やマットはすべて回収されます。

お客さま

ダスキンはレンタルを通じて、
お客さまと共に省資源に貢献しています。

１日８８万枚
お届け

１００％
回収

新品



お 客 さ ま 係

お 客 さ ま

ダ ス キ ン の お 店

ダ ス キ ン の 工 場

洗浄・再生 水をきれい
にして放流

分離したホコリ
レンタル品として
役目を終えた商品

資 源 化

業務提携企業
太平洋セメント株式会社
日野金属産業株式会社

使用済み商品を回収

使用済み商品を運搬

再生された商品をお届け

再生された商品を運搬
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ダスキンでは昨年「ダスキン行動基準」を作

成し、全社員で理解と実践に努めています。「信

頼される誠実な企業を目指して」で始まり、一人

ひとりの従業員が日々の事業活動の中で法令

遵守はもちろん、お客さまや消費者、地域住民

の皆さまの立場に立って考え、行動することを

第１の実践基準としています。

社会は今、地球温暖化、資源の枯渇、廃棄

物の増大、緑の減少など多くの環境課題に直

面しています。経済活動や企業活動と環境保

全の両立は、お客さまや消費者にとどまらず将

来にわたって人類の悲願とも捉えることができ

ます。

行動基準では環境保全に対する取り組みと

貢献も、従業員の義務として位置づけています。

１９９９年以来、ＩＳＯ１４００１を各事業分野で取

得し環境保全への取り組みを続けてきたダス

キンですが、昨年、中期経営計画作成にあたり、

改めて「環境保全」を企業政策の柱の一つに

据えるとともに、全社でさらに徹底した管理を実

施するために環境管理規定を制定しました。

実践項目としても、レンタルシステムによる資源

の有効活用・循環活用にとどまらず、レンタル寿

命を終えた商品などをさらに有効活用するこ

と、事故防止や化学物質などに対する安全性

の向上、省資源・省エネルギー技術の開発など

に積極的に取り組んでまいりました。

今後もさらに、環境保全に対する社内の取り

組み体制を充実させるとともに、環境負荷の低

い事業活動を追求してまいります。

環境担当役員ごあいさつ

ダスキン環境保全活動の
経過報告にあたって

最高環境責任者　
常務取締役

t田 宥
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地球環境の保全
私たちは、環境関連の法令を遵守します。

また、サービスや商品、その他事業活動を通じて、資源保

護や廃棄物の削減、リサイクルを徹底し、身近なところから

我 の々住む地球環境の保全に努めます。

地域社会の安全・安心への配慮
私たちは、地域社会の一員として事業所や工場の近隣で生

活される地域住民の安全で健康な生活の維持、地域社会

の環境の維持・向上に努めます。

そのため、事業所・工場からの排水、排煙、騒音、臭気等に

ついては国の法令や地域の条例等を遵守し、かつ自主基準

を定めるなど十分に配慮して操業します。

訪問レンタルサービス

ダスキンの循環システム

独自のレンタルシステムを基本として、
循環型の事業活動を進めています。

P12

P10

P8

環境に配慮した
商品開発

商品の資源価値を
さらに高める取り組み

ダスキンではモップやマットなどおそうじ関

連を中心としたレンタル商品を、全国のフラ

ンチャイズ加盟店ネットワークを通じて、お客

さまに定期的にお届けしています。ご使用

済みの商品は工場に回収し、洗浄や修理

などの再生加工が施されます。ダスキン独自

の洗浄再生技術や修理技術により、これら

のレンタル商品はお客さまによるご使用と再

生を繰り返しながら、循環活用されていま

す。また、家庭用として活用できなくなったも

のは、素材特性を生かし工場用として活用

するなど、商品として最後まで有効活用して

います。

さらに近年、レンタル商品としてその寿命

を全うした商品を、再生資源や燃料などと

して有効活用するための取り組みも進めて

きました。

本レポートでは、レンタル商品の開発などを行

うクリーンサービス事業本部、およびそれに連係

する加盟店ネットワーク、再生加工を担う生産本

部と全国４７カ所に配置された工場、これらを合

わせ「訪問レンタルサービス」の活動実績として

報告しています。

『ダスキン行動基準（第１版）』行動基準～「社会に対して」より抜粋～

工場の環境負荷
低減の取り組み

取締役会コンプライアンス委員会

コンプライアンス推進のための
諸施策の策定

品質保証委員会

品質保証・環境保全活動のための
諸施策の策定

コンプライアンスの基
準策定・周知・教育、コ
ンプライアンス違反防
止策の策定、関連法規
の遵守に関する指導・
対応

レンタル商品の生産、
再生加工工場

手作りドーナツショップ

定期訪問によるおそうじ用品の
レンタルと販売

社　　長

お客さまサービス本部

品質保証部VOICE会議

ご要望、クレーム対策の妥当性、
評価、提言

コールセンター

生産本部

開発研究所（商品検査センター）

シニアケアサービス

お客さまの声の収集・
分析

品質、環境マネジメント
の推進

法務・コンプライアンス部

ケアサービス事業

レントオール事業

環境管理組織図

ミスタードーナツ事業

クリーンサービス事業

サービスマスター
プロのおそうじサービス
ターミニックス
害虫駆除サービス
メリーメイド
家事代行サービス
トゥルグリーン
庭木の年間定期ケアサービス

高齢者の介護サービスや
福祉用具のレンタルと販売

生活用品やイベント用品の
レンタル

本レポートでは、訪問レンタルサービスの活動として報告しています。

（品質保証委員会委員長）
最高環境責任者



天ぷら油ろ過器「油っくりん」。繰り
返しろ過しても、揚げ油の色やニオ
イをきれいに除去し、油が長持ちし
ます。

再生ペットボトル繊維を使用した商品

は、事業所用の一部のマットなどで展開し

てきましたが、２００４年度には再生ペットボ

トル繊維使用率を５１％に引き上げた「オー

ダーメイドマット エコ吸塵・吸水タイプ」を

エコマーク取得製品として導入しました。

モップでも、繊維製品の製造工程で発

生する短繊維や裁断クズなどの「未利用

繊維」を使用した「ノンオイルモップ・エコ」

がエコマークを取得。２００５年下半期より、

順次展開を予定しています。

再生ペットボトル繊維使用率を増やした
エコマーク認定マットを開発

天ぷら油ろ過器発売
（エコマーク認定商品）

２００４年６月、使用済みの油をろ過し、

繰り返し使用することで廃油削減と河川

の水質汚染防止につながる天ぷら油ろ過

器「油っくりん」を発売。エコマーク取得

のこの商品は、発売から１８万個以上を販

売する人気商品となっています。専用の

フィルターは、第４回高知エコ産業大賞※

で優秀賞を受賞。環境効果とともに、製

造から廃棄まで環境に配慮した設計が高

く評価されました。

※高知エコ産業大賞：高知エコデザイン協議会が
県内の事業所を対象に、環境に配慮した製品や
サービスを審査・選定し、表彰する賞。「油っくり
ん」専用フィルターは、三昭紙業（高知県土佐市）
に製造委託しています。

マットベース可塑剤成分の
新処方を確立

ＰＲＴＲ対象物質※のひとつで、マットな

どに使われるゴムをしなやかに保つ成分

（可塑剤）として欠かせないＤＯＰ（フタル

酸ビス）に代わる可塑剤の研究を進め、新

処方を確立。２００５年度からは新処方ゴム

の検証を進めながら、順次切り替えを始

める予定です。
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廃棄物削減と省エネを推進

訪問レンタルサービスを展開するクリーン

サービス事業本部のあるダスキン本社ビル

でも、省エネルギー、廃棄物削減に取り組

んでいます。

従業員が環境家計簿に取り組む

地球規模の課題となっている二酸化炭素

排出量削減に向け、クリーンサービス事業本

部では、一人ひとりが暮らしのなかで環境意

識を高めていくために「環境家計簿」を作成

し、同事業本部の全従業員に配布しました。

環境家計簿とは、家庭で、電気・ガス・水道・

ガソリンなどの使用量を記録・算出すること

で、地球温暖化の原因となる二酸化炭素を

どれくらい排出しているかを調べるためのも

の。２００５年４月から半年間運用した後には、

加盟店へ向けての配布も検討しています。

愛知万博「愛・地球博」に協賛

当社は、『自然の叡智』をテーマに、環境へ

の配慮を随所に盛り込んだ２００５年開催の愛

知万博（愛・地球博）に協賛しています。

人や環境への安全性向上や、再生資源を活用した商品開発に取り組んでいます。
当社では、原材料の調達・加工から商品の製造、廃棄に至るまで、商品の
すべての段階で、環境への影響を考慮した商品開発を行っています。

ダスキン本社ビル廃棄物処理重量

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

【レンタルマットの再生ペットボトル繊維
活用量の推移】
※各種サイズ等の平均的使用をもとにした概算 パイルの一部に未利

用繊維を１０％以上使
用している「ノンオイ
ルモップ・エコ」

１２１,１２８ １１２,４０４ １０５,２６８

ダスキン本社ビル電気使用量

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

２８８.９ ２７０.６ ２７３.４

（万Kwh）

（㎏）

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

３,５００
４,０００ ４,１００

５,０００

２,５００

０

（ｔ）

エコマーク認定番号 
第04128017号 

環境家計簿

環境に配慮した商品の開発訪問レンタルサービス

祈りの経営ダスキン理念のもと、地球

にやさしく、人にやさしくをモットーに、

ダストコントロール商品を創業時より、レ

ンタルシステムという当時ではユニーク

なお届け方式でお役立ちしてまいりまし

た。４０年を過ぎた今でも、私たち企業集

団全員が誇りとするところです。

また、お客さまの代表ともいえるハーテ

ィさん（お客さま係）が、一軒一軒商品と共

に心をお届けし、お客さまの喜ばれる笑顔

に接し、自らは常に人間的成長を目指して

おります。｢ダスキンのお届けするものは

愛である｣と創業者が唱え続けてきた精神

を、永遠に探索し続ける企業集団でなけれ

ばならないと思っております。

これからも地球環境にやさしい生活づ

くりのお手伝い役を果たしてまいります。

これからも環境にやさしい生活づくりの
お手伝い役を果たします

ダスキンフランチャイズチェーン全国加盟店会前理事長 寺西正芳
（ダスキン天の川支店オーナー）

省資源・省エネルギーを呼びかける
ポスター（本社ビル）

レンタル用マット初の
エコマーク商品「エコ
吸塵・吸水マット」

※ＰＲＴＲ対象物質：人や環境への安全性に対する
さまざまな研究に基づき、使用・排出実績を管
理し、報告することが決まっている化学物質

社外役員が
商品開発会議に参加
消費者の立場から社外役員２名が、開発商

品に対して市場に出すことを認めるかどう

かの決定機関である「商品開発会議」に参加

しています。消費者やお客さまの声を取り

入れ、環境に配慮した商品開発に取り組ん

でいます。

坂本允子 社外取締役（右）
（前）全大阪消費者団体連絡会事務局長

新井ふく社外監査役（左）
（現）社団法人日本消費生活アドバイザー
コンサルタント協会常任顧問

２００

１００

０

３００

１５０

０



２００４年度から、使用済みのモップハン

ドルや、空気清浄機、浄水器、キャビネッ

トタオルやペーパータオルボックスの本

体部分などを回収、分解、再資源化する

取り組みをリサイクル専門会社と提携し

て、本格稼働しました。

マットやモップなどのレンタル商品は、

繰り返し使ううちにシミや変色、破れなど

ができ、通常工程では再生できなくなる

こともあります。当社では、独自の再生技

術により修理・再生し、商品としてよみが

えらせる技術開発を続けています。

熊本中央工場で従業員の工夫からマッ

トの修理あとがまったく目立たない新し

い修理方法を開発（特許申請中）し、２００４

年４月から全国の工場に導入しました。ま

た、マットの保管・配送時に折り曲げられ

る裏地ゴムの亀裂発生防止が長年の課題

でしたが、折り曲げ耐久性を現行の５０倍

に改良する技術開発に成功しました。
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２００４年度環境報告

レンタルだから、使い終わった商品はすべて回収。再生、再利用、再 資源化への取り組みをさらに進めています。
すでに１００％の再資源利用を達成しているマットやモップの繊維部分はもちろん、モップ
のハンドル部分や各種機器の本体部分などについても１００％回収・再利用を目指して、シ
ステムを構築。本格導入を進めています。

モップ・ハンドル等の
リサイクルに本格着手

新技術でマットを修理（大阪中央
工場にて）

マットの裏地ゴムを改良
【２００４年度リサイクル（再資源化）をスタートした商品】

【寿命を終えた商品の再資源化活用量（概算）】

モップのハンドル
部分全品

浄水器
全品種本体

芳香器
本体

ビューティ
クリーン本体

クリーンウォッシュ
ディスペンサー本体

空気清浄機
全品種本体

キャビネットタオル
全品種本体

西関東エリア 東京多摩中央、横浜中央、
神奈川、神奈川南、長野 ２００４年３月 日野金属産業株式会社

神奈川事業所 １５３ｔ

東関東エリア 埼玉中央、埼玉西、茨城東、茨城西、
群馬、群馬南、千葉東、新潟 ２００４年７月 日野金属産業株式会社

神奈川事業所 １８０ｔ

近畿エリア 大阪中央、大阪東、大阪西、
大阪南、兵庫西、滋賀 ２００５年１月 ダイヤエコリサイクル

株式会社 １０３ｔ

東海エリア 愛知中央、愛知北、三重、
静岡西、静岡東、石川 ２００５年２月 検証中 １５３ｔ

合計５８９ｔ

合計３０３ｔ

総計８９２ｔ

北海道エリア 道央中央、道央南、道東、道北、道南 ５３ｔ

東北エリア 仙台中央、青森、岩手、宮城東、福島 ８２ｔ

中国・四国エリア 広島中央、広島、広島東、
島根、山口、愛媛 ７９ｔ

九州エリア 熊本中央、福岡北、福岡南、
佐賀、鹿児島、沖縄 ８９ｔ

エリア名 対象工場 導入時期 リサイクル提携業者 年間処理量（推計）

エリア名 対象工場 年間予定処理量（推計）

【２００４年度導入エリア】

【再資源化までの作業】

【２００５年度導入予定エリア】

商品の資源価値をさらに高める取り組み訪問レンタルサービス

商品の耐久性向上技術、
新修理技術の開発・導入

お店から回収した後、工場で商品の種類別
に分別して、リサイクル専門業者に配送

一品一品手で分解

素材やパーツごとに分別

破砕等の後、素材再生メーカーに売却

２００４年度からハンドル
等の再資源化にも、本
格的に着手しました。

ハンドル部分

パイル部分b
a

再生・修理 家庭用

工場用

①
レンタルによる再利用

②
用途による再利用

③
資源としての再活用

レンタル品として活用できな
くなったモップ、マット等は
すべてセメント生産燃料とし
て活用しています。

➤

➤

➤

➤

➤

【再生、再利用、再資源化への取り組み】

（写真提供：日野金属産業株式会社）

キレイに清潔に暮らすため、日々お客さまが

困っていらっしゃることを解決する商品・サービ

ス、環境保全に貢献できる商品・サービス、お客

さまの立場に立ったより安全で安心な商品・サ

ービスを開発し提供すること。それが私たちク

リーンサービス事業の商品開発担当者の使命

です。この１年間の成果を踏まえ、使用済み後も

さらにリサイクルしやすい設計や材料の研究を

進め、再生繊維利用マット等の拡充を図ってま

いります。

お客さまの立場に立った開発に取り組みます。

クリーンサービス事業本部
商品開発部部長

寺澤　健二

２０００年度 ２００１年度 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

１０,０００

５,０００

０

（ｔ）

寿
命
を
終
え
た
モ
ッ
プ
・
マ
ッ

ト
な
ど
繊
維
類
を
セ
メ
ン
ト

化（
生
産
燃
料
）着
手

全
国

展
開

完
了

寿
命
を
終
え
た
モ

ッ
プ
ハ
ン
ド
ル
等

の
再
資
源
化
着
手
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洗剤が
さらに環境にやさしい成分へ

ＰＲＴＲ対象物質（９ページ参照）である

ＰＯＥ※１を全廃し、同ＬＡＳ※２を１％未満に

低減した洗剤を開発し、完全切り替えを完

了しました。これらの成分は廃水処理で

除去されるため水質を汚すことはありま

せんでしたが、さらに環境にやさしい洗剤

を目指し、２００５年度にはＬＡＳも全廃を予

定しています。この切り替えにより、工場

資材はすべてＰＲＴＲ対象外となりました。

※１）ＰＯＥ：ポリオキシエチレンアルキルエーテル
一般的な洗剤原料の一種

※２）ＬＡＳ：直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム
一般的な洗剤原料の一種

有機溶剤を使用しない
マット修理技術を開発

レンタル商品は繰り返し使うことによ

り、破れなどが発生します。それらの修理

技術は、各工場のアイデアを取り入れな

がら長年向上させてきました。

レンタルマットの修理技術もすでに開発

されていましたが、２００４年度は有機溶剤

を使用せずにマットゴム部分の破損を復

元する修理技術を確立し、耐久性などの

検証を終了。作業手順書の作成も完了し、

２００５年度は全国の工場で導入されます。

リサイクル水
利用の拡大

全国の工場では商品を洗浄するために

年間約４００万トンの水を必要としますが、

そのうち約６０万トンは工場内でリサイク

ルした水を用いています。貴重な水資源

を節約するため、２００４年度は、新たに２工

場、リサイクルフロー設備を導入し、１９

工場で約３０％の水をリサイクルしながら

使う体制になりました。

【水の削減効果（１９工場）】

５２万
トン
削減

a

２００３年度

５８万
トン
削減

２００４年度

洗濯機

環境にやさしい成分の洗剤
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レンタル商品の再生加工に伴う環境負荷低減に取り組んでいます。
マットやモップの再生加工処理を行っている全国47の工場では、水やエネルギー、廃
棄物削減など、環境への負荷をできるだけ減らして、資源の有効活用に取り組んでい
ます。また、使用する薬品類の人や環境への安全性、事故やトラブルに対する安全性
の向上に努めています。

２００４年度環境報告

工場の環境負荷低減の取り組み訪問レンタルサービス

5

1 3 2

4

8
7

6

10

9

11

14

15

12

18

17
13 16

39

36

37
40

38

41

42

47

44

45

43

46

30

3135

34

32

33

2425

29

27
28

26

19
23

20

22

21

［関係］広島中央工場 
［協栄］山口工場 
［協栄］島根工場 
［関係］愛媛工場 
［協栄］広島工場 
［協栄］広島東工場 

中・四国  

39

36
37

40

38

41

［関係］熊本中央工場 
［協栄］鹿児島工場 
［協栄］福岡北工場 
［協栄］福岡南工場 
［協栄］佐賀工場 
［関係］沖縄工場 

九州  

42

47

44
45

43

46

［直営］大阪中央工場 
［協栄］大阪東工場 
［協栄］大阪南工場 
［協栄］滋賀工場 
［協栄］兵庫西工場 
［協栄］大阪西工場 

近畿  

30
31

35
34

32
33

［関係］愛知中央工場 
［協栄］愛知北工場 
［協栄］三重工場 
［協栄］静岡西工場 
［協栄］静岡東工場 
［協栄］石川工場 

東海・北陸  

24
25

29

27
28

26

［関係］埼玉中央工場 
［協栄］群馬工場 
［協栄］群馬南工場 
［関係］千葉東工場 
［協栄］新潟工場 
［協栄］茨城西工場 
［協栄］茨城東工場 
［協栄］埼玉西工場 

東関東  

11

14
15

12

18
17

13

16

［直営］横浜中央工場 
［関係］東京多摩中央工場 
［協栄］長野工場 
［協栄］神奈川南工場 
［関係］神奈川工場 

西関東  

19

23

20

22
21

［関係］道央中央工場 
［協栄］道東工場 
［協栄］道央南工場 
［協栄］道南工場 
［関係］道北工場 

北海道  

5

1

3
2

4

［協栄］青森工場 
［協栄］宮城東工場 
［関係］仙台中央工場 
［協栄］福島工場 
［協栄］岩手工場 

東北  

8
7
6

10
9

直営工場 

関係会社工場 

協栄工場 

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

３，５０８，１４６ｔ ４，０５１，３３６ｔ ３，５８２，８４１ｔ

３１，３５４，５５１Ｌ ３３，９０８，７６２Ｌ ３０，９６４，１６１Ｌ

４７，２４０，０００ＫｗＨ ４９，５９２，７３４ＫｗＨ ４５，９４７，８３１ＫｗＨ

【使用量推移】

創設 １９６３年（大阪吹田工場より配置開始）

配置数 ４７工場

内訳 協栄工場３３・関係工場１２・直営工場２

従業員総数 約４０００人

配送トラック台数 ３６０台

うち天然ガス車 ８台

うちハイブリッド車 ２３台

【レンタル商品再生加工工場概要（２００５年３月末現在）】

水

燃　料

電　気 【全国47工場一覧】

※番号は、地図と工場名を照合するために
使用しました。

【２００４年度の主な取り組み】

取り組み項目 実　績 掲載ページ

１ 廃棄物の再資源化拡大 従来処分していたモップハンドルなど、年間５８９トン分の再資源化体制を整備、再資源化への取り組みを拡大 Ｐ１０

２ 低環境負荷洗剤の開発 ＰＲＴＲ対象成分削減の新洗剤開発完了→採用・展開決定 Ｐ１３

３ マットの無溶剤修理技術の確立 現場テスト完了→採用・展開決定 Ｐ１３

４ リサイクル水の活用拡大 ２工場に設備導入→水削減効果が６万トン拡大（累計１９工場５８万トン分） Ｐ１３

５ 使用水の特殊改質技術開発 テスト機導入検証開始→洗剤３５％削減効果を確認→検証拡大決定 Ｐ１４

６ 商品の再生歩留まり改善 破れ防止を目的とした改良型乾燥機のテスト検証開始 Ｐ１４

７ 乾燥機のエネルギー効率改善 新制御方式テスト開始→熱効率改善１２％を確認→１１３台導入 Ｐ１４

８ 最新省エネ乾燥機検証開始 新省エネ乾燥機の最新テスト機完成→検証開始 Ｐ１４

９ 防火対策強化乾燥機の開発 テスト機の開発導入と検証完了→採用・展開決定 Ｐ１４

１０ 低公害車（配送トラック）導入推進 ハイブリッド車２３台導入 Ｐ１４

１１ 乾燥機の排気臭低減対策の推進 臭気低減タイプ吸着剤を全面導入→臭気指数１/１０以下達成 Ｐ１５

１２ 工場廃水処理設備の総点検 ２４工場の点検完了（２００３年度５工場点検済み）→累計２９工場が完了 Ｐ１５

１３ 堆積泥の脱水減量技術開発 テスト設備を開発設置→検証開始 ─

１４ 物流資材省資源化改善 マット保管・運搬資材改良導入 ゴミ４７トン削減 ─

１５ トラック騒音改善 消音型昇降装置３台導入交換 ─

１６ 特殊汚れ付着マットの再生技術開発 再生テスト機（前処理機）開発・検証開始→８６％の再生率確認→検証拡大決定 ─

マットゴム部分の
破損箇所を裏面
から復元
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工場の安全・安心への取り組み訪問レンタルサービス

地域のみなさまの声に
対応

工場のなかには住宅に隣接していると

ころもあり、商品を乾燥する排風の臭い

などについて、苦情をいただくことがあり

ました。

各工場では発生防止に向けて継続的に

取り組みを続けており、２００４年度は以下

の項目を中心に改善を行いました。

①乾燥温度設定の低下

②消臭剤噴霧装置の設置

③水を噴霧し、排風中の臭気を吸収する

シャワー設備の設置

④モップ吸着剤成分の変更

⑤排風中の微小繊維くずを捕獲するネッ

トの設置

とくにモップ吸着剤成分を見直し、香料

を変更したことの効果は大きく、臭気は１０

分の１に低減しました。

また、住民説明会を開催して改善活動

についてお知らせするなど、地域の方々

との対話活動にも取り組みました。その

結果、臭気に関するご苦情等の受信件数

は、全国で２００３年度１１件、２００４年度６件

と半減させることができました。

定例的な点検に加え、
廃水処理設備総点検を開始

各工場の放流水には、日常監視項目の

管理のほか、社外の環境計量会社による

１カ月に２回の水質分析を含め、さまざま

な分析や測定を義務づけています。全国

４７の工場で１年間に分析される項目は、

のべ６,５００項目以上に上ります。法律より

も厳しく設定している自主基準をオーバ

ーしたり、水質悪化傾向などの異常が見

られた場合には、直ちに改善を実施する

体制を構築しています。

また、２００４年度は年間を通じて行って

いる廃水処理の検査に加え、設備の総点

検を開始、２００４年度末までに２９工場を終

了しました。チェックシステムには、２００３

年度に実施した廃水処理施設・設備、処

理技術、水質管理など、各分野の社外エ

キスパートによる廃水処理設備の特別点

検から得られたノウハウを取り入れまし

た。これらの結果、異常発生回数は着実

に減少しています。

なお、工場への苦情や、自主基準オー

バーなどの情報は、毎月開催される生産

本部担当取締役を交えた環境委員会で改

善対策の経過・結果とともに報告されま

す。

地域社会に配慮した工場でありつづけます。
モップやマットなどを洗浄する全国のクリーニング工場は、住宅に隣接して
いるところも多くあります。これらの工場では、近隣の住民の方々の生活環
境に配慮するとともに、ご意見や苦情をお受けした場合は、迅速で誠実な対
応に努めています。

効果検証用に設置されたダストネット

廃水処理設備の点検（神奈川南工場）

環境委員会

【特別総点検完了工場（２００５年３月末現在）】

◎道央中央工場
◎道央南工場
◎道北工場
◎青森工場
◎福島工場
◎群馬工場
◎群馬南工場
◎千葉東工場
◎新潟工場
◎茨城西工場
◎茨城東工場
◎埼玉西工場
◎東京多摩中央工場
◎長野工場
◎神奈川工場

◎愛知中央工場
◎愛知北工場
◎三重工場
◎静岡西工場
◎静岡東工場
◎石川工場
◎大阪中央工場
◎滋賀工場
◎広島中央工場
◎愛媛工場
◎広島工場
◎広島東工場
◎福岡南工場
◎佐賀工場

合計２９工場
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洗剤３５％
削減技術開発

２００４年度には、水を特殊処理する新技

術の検証を行い、洗剤３５％削減可能であ

ることを確認しました。

洗剤削減により排水を処理するときの

負荷も大幅に削減されるため、さらに大

きな省資源および廃棄物の削減効果が見

込まれています。

エネルギー消費量１２％低減
新乾燥機制御技術を開発

乾燥機の運転をプログラムで最適に保

ち、１２％エネルギー効率を改善する制御

方式を新たに技術確立しました。２００４年

度は２７工場に１１３台導入し、２００５年度に

はさらに多くの導入を計画しています。

最新型省エネ乾燥機
テスト開始

電気、熱エネルギー効率を３０％向上す

る新型乾燥機の検証が完了し、導入が開

始されました。

化学物質などの
自社分析体制が向上

２００３年度に導入したＩＣＰ発光分析機の

本格活用を、２００４年度から開始しました。

排水に含まれる微量成分などの自社分析

が可能になり、廃水処理などの安全・安心

に対する信頼度がさらに向上しました。

低公害車の
導入

限りある石油資源の消費削減と、二酸

化炭素（ＣＯ2）や窒素酸化物（ＮＯｘ）、スス

（ＰＭ）などの発生を抑えるため、低公害車

の導入を進めています。

２００４年度は、お店と工場を結ぶ配送ト

ラックの低公害車導入を積極的に進めま

した。

２００３年３月、私どもダスキン工場は業

界に先駆け「ＩＳＯ１４００１」の認証を取得し

ました。２００４年には生産本部の「環境方

針」に「品質」と「安全」を加え、「品質・環

境・安全経営方針」としました。

品質と安全は工場運営上不可欠の要素

であり、環境との三位一体で捉えるべき

ものと考えたからです。品質と安全を保

証したうえで環境負荷の低減を図ること

が、工場の使命と心得ています。これら

を踏まえた行動プログラムに基づく進捗

管理により、おかげさまで２００４年度もす

べての項目において、大きな成果を得る

ことができました。特に「廃棄物削減」は

最重要課題として取り組み、「ゼロ・エミ

ッション」を目指してリサイクル化、再資

源化を進めています。また、全工場で「緑

化活動」を推進し、地域の皆さまの潤い

と安らぎの空間を提供しています。

昨年より全工場では、工場見学者を積

極的に受け入れています。見学を通じ、

地域の皆さまには環境への取り組みを理

解し、安心していただき、子供たちには

わかりやすい見学プログラムを開発し、

地域社会の「環境学習の場」としてのお役

立ちができれば幸いです。

私どもは、これらの活動を着実に実施

することにより、常に「環境に優しい工場」

を目指すとともに、地域の方々に信頼さ

れ、親しまれる「地域に開かれた工場」で

ありたいと願っています。ぜひ一度、ダス

キン工場へお越しください。

地域の方 に々信頼され、親しまれる
「地域に開かれた工場」を目指しています。

ダスキン生産協栄会 理事長 武田充生
（ダスキン長野工場オーナー）

工場の環境負荷低減の取り組み訪問レンタルサービス

水の特殊処理プラント

【低公害車（配送トラック）導入推移】

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

85

５０（台）

２５

０ 8

23

計31

天然ガス車

ハイブリッド車

ハイブリッドトラック
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薬剤の安全性を追求し、使用量の削減も推進しました。

ターミニックスの害虫駆除サービスで

は、殺虫剤を大量に使用する従来の方法

から、調査や予防管理に重点を置き、薬剤

の使用をできるだけ少なくする合理的な

システムの導入を推進しています。

ゴキブリ駆除サービスでは、従来の薬

剤を散布する方法ではなく、バキューム

（吸引）によってゴキブリを吸い取ったあ

と、ベイト剤と呼ばれる駆除用特殊エサ

をゴキブリの通り道など要所要所に仕掛

ける「ベイトシステム」を採用。２００４年度

には、ゴキブリ駆除サービスの９４％がこ

のシステムに切り替わり、２００５年度の完

全導入を目指します。

また、シロアリ駆除サービスでは、シロ

アリの集まるポイントを見つけ出して、微

量の薬剤を染み込ませた駆除用特殊エサ

を配置、巣ごと根絶する「セントリコン・シ

ステム」＊を推進。床下一帯に殺虫剤を散

布する従来の駆除方法に比べ、使用する薬

剤を大幅に抑えることができます。２００４

年度には、セントリコン・システムの採用比

率が３０％近くに増加。２００５年度中に４０

％以上の導入を目指しています。
＊ダウ・アグロサイエンス商標

安全性に配慮した庭木管理サービス

トゥルグリーンでは、四季に合わせた年

間プログラムで庭木や芝生のメンテナン

スサービスを提供しています。薬剤は、日

米の法的安全基準よりさらに厳しい自主

基準を設けて選定し、人体と環境への安

全性に最大限配慮しています。また、使用

方法についても、一部の薬剤を直接土壌

に注入することで、散布量を削減する取り

組みの検討をスタートしました。早期の本

格導入を実現し、２００６年３月末までに１０

％の薬剤削減を図ります。

また、クリーンサービス事業本部と連

携し、浄水器カートリッジの活性炭を混ぜ

た高品質の培養土の開発に取り組み始め

ました。

薬剤の使用を最小限に抑える害虫駆除システム

ケアサービス

サービスマスターは、クリーニング時

の汚水処理にも配慮。エアコンやレンジ

フードのクリーニングで発生する汚水

は、すべて店に持ち帰り、薬剤や浄化装

置を用いて、Ph値を適正に戻してから排

水しています。今後は、この排水システ

ムの周知徹底を図り、２００６年３月末まで

の完全導入を目指し、環境への負荷低減

を考慮したサービスの追求を続けます。

環境に配慮した汚水処理

バキューミングとベ
イド剤の設置により、
最小限の薬剤でゴキ
ブリを駆除

クリーニング時に
発生するエアコン
内の汚水は、ポリ
タンクに入れて店
に持ち帰ります。

【ゴキブリベイトシステム導入率】
１００（％）

５０

０

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

【セントリコン・システム*導入率】
１００（％）

５０

０

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

８４％
９１％ ９４％

害虫駆除や庭木のメンテナンスなどは、サービスの性質上、薬剤を使用する
機会が多いため、安全性には特に配慮し、より安全な成分への切り替えを
積極的に行ってきました。２００４年度には、すべての洗剤を無リン化しました。

薬剤を散布せずにシ
ロアリを巣ごと退治
するセントリコン・シ
ステム

浄水器のカートリッジ
に使用されている活
性炭
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単位：万円

環境保全成果（パフォーマンス）
向上に関する主要コスト

内容 金　額 関連記事記載ページ

工場排出物および商品のリサイクルと再資源化 ３０,５４５ P１０

P１４

P１５

P１３

P１５

P１５

P１３

P１４

P１６，P２０

P２０

P２１

低公害車支援 １,６１８

その他 ３,９１２

環境管理活動に関する
主要コスト

環境・衛生管理 ４,９８０

分析 ２,７０４

研修・教育ツール、社外監査等 １,６３４

研究・開発に関する
主要コスト

管理向上のための研究開発 ４,４４０

環境パフォーマンス向上のための研究開発 ２,５４３

環境情報公開に関する
主要コスト

工場見学 １,２１０

冊子・ビデオ ８３６

展示・広告 ２５７

合計　５４,６７９

環境保全活動関連コスト

集計対象：クリーンサービス事業本部と生産本部、および本社環境推進関連部門

訪問レンタルサービス

【２００４年度工場見学者数】
開催回数 見学者数

北海道
道央中央工場 １５ ２６３
道東工場 ５ ５９
道央南工場 ４ ９８
道南工場 ３ ５１
道北工場 ８ １３７

東北
青森工場 １１ １５２
宮城東工場 ７ ７８
仙台中央工場 ８ １７５
福島工場 １１ １７７
岩手工場 １５ ３０２

東関東
埼玉中央工場 ２８ ５６９
群馬工場 １８ ２１９
群馬南工場 １３ ２９０
千葉東工場 １３ １４７
新潟工場 ８ １４６
茨城西工場 ２２ ３４９
茨城東工場 ６ ３８
埼玉西工場 １８ １３８

西関東
横浜中央工場 １７ ３１３
東京多摩中央工場 ２０ ３２６
長野工場 １５ ４３８
神奈川南工場 １４ ２５７
神奈川工場 ６ １３２

開催回数 見学者数
東海・北陸
愛知中央工場 ３８ ６５８
愛知北工場 ４ ４１
三重工場 ２３ ７９０
静岡西工場 ７ １１７
静岡東工場 ６ ９４
石川工場 ６ １５７

近畿
大阪中央工場 ５５ １３３１
大阪東工場 １１ ２２６
大阪南工場 ６ ７４
滋賀工場 １５ １１４
兵庫西工場 １９ ２２８
大阪西工場 １２ ２００

中・四国
広島中央工場 １４ １１２
山口工場 １６ １４７
島根工場 ８ ２１
愛媛工場 １４ １４４
広島工場 １９ １１２
広島東工場 ７ ８８

九州
熊本中央工場 ２９ ４８６
鹿児島工場 ９ ２４５
福岡北工場 １６ １７３
福岡南工場 ７ １６３
佐賀工場 ４ １０２
沖縄工場 １６ １３３

合計 ６４６回 １０,８１０人

１万人以上の方を工場へお迎えしました。

全国の工場では、要望に応じて見学の

受け入れを積極的に行っています。２００４年

度は全国４７工場で、のべ６４６団体、１０,８１０

人をお迎えしました。

きれいに処理した工場排水
で育てたグッピーをおみやげ
にプレゼント
（愛知中央工場）

見学中のお客さまと地元お客さま係
（三重工場）

２００４年度環境報告

２７．５％

１２．８％
５.０％



閉店時陳列ドーナツの
飼料化を推進

閉店時に残った陳列ドーナツを廃棄す

ることなく、畜産用飼料として再資源化す

る「食品一括配送回収システム」を開発。

２００３年度から関東エリアでスタートし、

現在約３６０店で本格稼働しています。

回収されたドーナツは、飼料化処理工

場で原料として活用されるほか、液状化

して飼料原料に直接使用するリキッドフィ

ーディングシステムなどにより、現在、月

間約１４０トンのドーナツを再資源化（飼料

化）しています。今後は、関東エリアだけ

でなく、全国のショップで、このシステム

を導入していく予定です。

ドーナツを調理した後の
油を石けん化

ドーナツを調理した油（１,１００トン）はす

べて回収した後、洗剤やゴムの原料とし

て１００％リサイクル活用されています。そ

の一部は、ミスタードーナツショップの洗

剤としても活用されています。

ドーナツ廃棄コントロールで
食品廃棄数を削減

全国のショップで、ドーナツの廃棄個数

の削減を推進。製造スケジュールや製造

回数の見直しを行うとともに、「チェックリ

スト」による管理を徹底しています。１９９８

年度に比べ、月間平均で１店鋪あたり廃棄

ドーナツを６８２個削減しました。

紙使用量の削減のために
陶器カップを使用

１９７４年から、店内飲食時の食器として、

陶器製・ガラス製のカップや食器、金属製

のナイフ、フォークなどを採用。使い捨て

文化の象徴ともいわれる紙製カップなど

の排出を極力抑えています。紙製にした

場合と比較して、年間７２４トンの紙の使用

量削減に効果が得られました。

ショップの電力使用量・
水道使用量削減

各ショップでは、こまめな消灯や水道・

光熱のメーター管理などによって、省エネ

活動を実施。２００１年度の月間平均に対し

２００４年度の実績で１店舗あたりの電力使

用量を１,６０６ｋｗｈ削減（削減率１０.５％）、水

道使用量を月間２８ｍ3削減（削減率１１.１％）

できました。今後は、省エネ型設備・機器

の導入、省エネ型店舗の開発を行い、さら

に消費電力・水道量の削減に取り組んで

いきます。

２００４年版ＩＳＯ１４００１への
移行完了

２００４年に第２版として発行された「ＩＳＯ

１４００１：２００４」への対応に取り組みました。

報告対象期間外ではありますが、２００５年

４月には２００４年度版での特別更新審査を

受審し移行を完了しました。

店主（店舗運営資格者）に対する
環境教育の定期実施

店主候補者に対する必須研修である

「店舗運営資格者育成研修」（アカデミー

コース全４５日間）カリキュラムに環境教育

を組み込み、環境管理の基本知識を養成

しています。

さらに、その後も２年に１度、店舗運営

資格者のショップ運営力向上を目的に実

施される「免許更新研修」（全４日間）にも

環境教育を取り入れており、ＩＳＯ１４００１に

沿った環境マネジメントに対する能力を

継続的に高めています。研修終了時には

テストも実施され、理解度の確認を行うと

共に、カリキュ

ラム自体も定期

的に見直しなが

ら充実させてい

ます。

【２００４年度受講終了者】

店舗運営資格者育成研修　　 １８０人

店舗運営資格者免許更新研修 ６４６人
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◆トレーサビリティの確認
原材料の安全性を、生産現場までさかのぼって管理できるトレーサビリ

ティを確保したうえで、添加物やアレルギー成分、遺伝子組み換えの有無、

残留農薬など多項目にわたって確認しています。

◆安全確認会議
商品のテスト販売・本販売前には、食品安

全管理責任者、商品開発、品質保証を担当

する部門などから構成される「安全確認会

議」を実施。お客さまに提供する時点で商

品に残留してはならない成分や保存・流通

条件のチェック、原材料工場への立入検査

の結果検証、ショップでの取り扱い方法について確認し、確実に「安全・安

心」なものだけを商品化しています。

◆インスペクター（品質管理指導者）立ち会い検査
工場は、原材料の生産や管理が衛生的に行われて

いるかを、インスペクター（品質管理指導者）が定期的

に検査を実施しています。新商品のテスト販売前には

３０項目８７のチェックポイントについて、本販売前には

８０項目８００のチェックポイントについて評価します。

◆インスペクター（品質管理指導者）
立ち会い検査
物流段階でも、原材料の保管・配送にお

いて、品質管理が徹底されているか、インス

ペクター（品質管理指導者）が定期的に検査

を実施しています。

◆店舗衛生管理
全国のショップでは、独自のマニュアルに基づき、施設や設備の洗浄、調

理工程での十分な加熱や器具・備品へのアルコール殺菌など、その手順に

沿った衛生管理を日常的に行っています。また、商品の定期的な抜き取り

検査のほか、スタッフには手洗いの徹底や身だしなみのチェックに加え、

２００５年度からは、毎月実施している従業員の健康状態検査の対象枠を拡

大しています。

◆サニタリーチェック
スーパーバイザーによる指導に加え、衛生管理が確実に実施されている

か確かめるため、第三者公的検査機関の検査員が２カ月に１度、各ショップ

を予告なしに訪問。専門的な見地から、施設や調理器具、商品、店舗スタ

ッフの衛生状態を入念にチェックし、総合的にショップの衛生管理状況を

評価、問題のある項目は継続的に改善指導を行っています。

安全・安心への取り組み

商品開発
（商品の検証）

原材料工場

購買物流

店舗
（衛生管理）

◆成分情報の開示
すべての商品について、原材

料、栄養成分、アレルギー特定

原材料等の情報を公

開し、ショップの掲示

物や配布物、ホーム

ページなどを通じて

お客さまに提供して

います。

◆お客さまの視点で、選定・検品される
プレミアムグッズ
お客さまにとっては、プレミアムグッズ

もミスタードーナツから提供される商品の

一つです。その選定や開発にあたっては消

費生活アドバイザー等のご意見も取り入れ

ながら、食品と同様の安全管理を徹底して

います。開発段階では自社商品検査センタ

ーで仕様チェックをした後、製品について

は検査だけを担当する工場により全品検査

を行っています。

２００４年度環境報告

環境保全とともに、安全管理を徹底しています。
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ミスタードーナツ

ミスタードーナツでは、食品の廃棄物削減や再資源化による環境負荷の低減を進めて
います。また、商品の開発段階から原材料の生産管理、配送、ショップでの取り扱いに
いたるまで、厳しい衛生管理・チェック体制のもと、安全管理を徹底しています。

【関東エリアでの月間リサイクル量】

約１４０トン

２００（t）

１００

０

２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

約１２５トン

ドーナツ
２５０万個分

ドーナツ
２６６万個分

ドーナツ
２８０万個分

約１３３トン

【ドーナツ廃棄個数（月間平均／１店鋪あたり）】

７,７７０

１９９８年度 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

７,７７０
８,４５２ ７,９６５

１０,０００（個）

５,０００

０

【ショップの電力使用量（月間平均／１店鋪あたり）】

１３,５９０

２００１年度 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

１３,５９０
１５,１９６

１３,００８

２０,０００（ｋｗｈ）

１０,０００

０

【ショップの水道使用量（月間平均／１店鋪あたり）】

２２５

２００１年度 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度

２５２２５３ ２４３

５００（m3）

２５０

０
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教育支援活動

掃除教育支援 ───────────────

暮らしの快適化生活研究所では、「学校のお掃除を考えよう！」

をテーマに、掃除に関する子どもたちの意識調査や掃除教育支

援などの活動を行っています。２００４年度は、現職の先生方１１人

ご参加いただき、「学校の掃除教育研究会」を発足、“子どもの掃

除教育”という視点から５回の勉強会を実施しました。授業と毎日

の掃除時間の活用に関する研究を重ね、成果発表の場として「子

どもたちの掃除を考えるフォーラム」を開催しました。

２００５年２月５日「子どもたちの掃除を考えるフォーラム」
教育関係者や一般参加者に“掃除教育”への理解を深めていただきました。

「サスティナブル社会教育プロジェクト２００５」協賛──

子どもたちへの環境教育や社会貢献教育に役立ててもらうた

め「サスティナブル社会教育プロジェクト２００５」に協賛。持続可能、

永続可能な社会づくりを提唱する、山本良一教授（東京大学 生

産技術研究所）の責任編集による『世界を変えるお金の使い方』

を、全国４万校に寄贈しました。

『世界を変えるお金の使い方』
環境保全や社会のさまざまな課題解決のために、どのようにお金を使えばいい
かをテーマに、１００円でできることから、１兆２,０００億円でできることまで、５０項
目についてわかりやすく紹介されています。

環境情報の発信

消費者イベント出展 ────────────

東京都と消費者団体（東京

都）が主催する展示会「くらし

フェスタ東京２００４／企業の社

会的責任（ＣＳＲ）と消費者」（９

月２４日、２５日）に出展。環境貢

献・社会貢献、コンプライアン

ス、品質保証などの取り組み

を紹介しました。

来場者のアンケートより（２００４年度）

◎再利用して、その後さらに最後までムダなくというところがと
ても気に入りました、これから使いたいと思います

◎ミスタードーナツの食器は、環境のことを考えて使い捨てにし
ていないことを初めて知りました。これからもこの考え方を持
続していってください

◎ホコリまでリサイクル、有効活用できるとは知らなかった。

◎製品そのもの、たとえば梱包材がどれだけ環境に配慮されて
いるかなどもっと知りたかった

◎ダスキンといえば「モップ」だと思っていたが、モップだけ
ではないことがわかった
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社会とのコミュニケーション

地域との共生

清掃奉仕活動 ───────────────

創業以来、世の中を「キレイにする」商品・サービスの提供ととも

に、経営理念に込めた「喜びのタネまき」と「奉仕」の精神から、事

業所や工場など全国の各拠点周辺の清掃活動を続けてきました。

月に１回の定期清掃活動から毎朝の日常的な清掃まで、パート・ア

ルバイトを含めた従業員が、地域貢献活動として実施しています。

小学生を対象に工場見学を実施（横浜中央工場）──

２００４年度は、小学校３年生から６年生を対象にした工場見学を

本格的に開始しました。工場の業務内容をはじめ、環境面での取

り組みを楽しみながら理解していただくために、体験型プログラ

ムを取り入れています。

地域の老人ホームで清掃活動
（ダスキン中野支店／岩手）

フランチャイズ加盟店の活動

小学生の感想文より（２００４年度）

◎いろいろな家で使われてきたなくなったモップがあらわれて、
また使われてるから、「ちゃんと、リサイクルしてるなぁー」と思
いました。（小学３年）

◎一番面白かったことは実験です。よごれた水からよごれをとり
のぞけるなんて、とてもおどろき、面白いと思いました。次にや
った実験で、ふつうのモップとダスキンのモップとこんなにち
がいががあるなんて、とてもおどろきました。（小学５年）

◎ぼくは家をきれいにしたいとおもいました。ぼくの家にモップ
が１つあります。うちにかえったら自分のつくえをきれいにしま
す。おしえてくれてありがとうございました。（小学２年）

◎ダスキンの工場は、さいしょどんなところかなと思ったらすご
くきれいな場所でした。なんでこんなにきれいなんだろーと思
いました。（小学３年）

引率の方々の感想文より（２００４年度）

◎ダスキンのおそうじ用具の取り扱いを見て、環境を考えたもの
であることを納得しました。

◎ホコリの量が思ったより多いのに驚きました。さらにそのホコ
リをセメントの原料として役立てていることに感心しました。

◎ダスキンモップが汚れを取る様子、それをどうキレイにするか、
わかりやすく説明いただき、子どもたちもよくわかったと思い
ます。特に汚れた水をゴミと水に分解する実験はよかったと思
いました。

地域の児童福祉施設で清掃活動
（大阪南エリアケアサービス加盟店友の会）

年４回地域の奉仕活動に参加
（静岡西工場）

月１回の清掃活動を実施
（長野工場）

キャラクターを登場させたテキストを使って、
楽しみながら学べる特別見学会も実施中

詳しくは、ダスキンのホームページをご覧ください。
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｄｕｓｋｉｎ.ｃｏ.ｊｐ

お客さま・消費者の声を
環境経営に反映
消費者の立場から社外取締役・監査

役の２名が、品質保証や環境保全活動

施策決定の最高機関「品質保証委員会」

と、その実行運営機関である「環境保

全連絡会」に参加しています。つねにお

客さまや消費者の声を経営に反映させ

る体制を確立しています。また、各事

業部の「商品開発会議」（９ページ参照）

にも参加し、商品づくりにも生かしてい

ます。



会社概要

社　名───────────株式会社ダスキン【ＤＵＳＫＩＮＣＯ.,ＬＴＤ.】

本　社────────────〒５６４-００５１大阪府吹田市豊津町１番３３号

代表者───────────代表取締役社長　伊東英幸

設　立 ─────────────１９６３（昭和３８）年２月４日

資本金 ─────────────１１３億５,２９４万円（２００５年３月３１日現在）

株式会社ダスキン売上高 ───１,７６４億円（２００４年度）

全国チェーン店お客様売上高※─４,３０５億円（２００４年度）

従業員数 ────────────１,９１１名（２００５年３月３１日現在）

国内拠点数（２００５年３月３１日現在）

クリーンサービス─────２.２２１店

生産本部 ─────────４７工場

ミスタードーナツ ─────１,３１５店

ケアサービス

サービスマスター ───９６０店

ターミニックス ─────３２４店

メリーメイド ──────３２６店

トゥルグリーン ─────３８店

レントオール ───────１４６店

他 ─────────────７０２拠点

※全国チェーン店お客様売上高は、直営店・子法人等売上高及びフランチャイズ店推定
売上高の合計を参考数値として記載しております。

ホームページ上でも、過去のグリーンレポートをはじめ、「安全・安心」
や「開発・研究」「社会・文化貢献」など、ダスキンのさまざまな取り組み
を公開しています。
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編集方針

ダスキンの環境保全活動や社会との関わりを広く社会に公開す
ることを目的に、「ダスキンのレンタルシステムと環境保全の取
り組みについて」「安全・安心への取り組み」「社会とのコミュニ
ケーション」を中心に紹介しています。また今年度は、ダスキン
企業集団が一丸となって環境活動に取り組む姿勢を理解してい
ただくため、フランチャイズ加盟店・工場の各オーナーのコメン
トを掲載しました。

対象期間

２００４年度（２００４年４月～２００５年３月）

対象範囲

環境活動については、株式会社ダスキンの訪問レンタルサービ
ス（クリーンサービス事業本部、生産本部）、ケアサービス事業本
部、ミスタードーナツ事業本部を対象とし、地域社会への取り組
みについては、一部加盟店の活動も紹介しています。

発行およびお問い合わせ先

株式会社ダスキン
お客さまサービス本部 品質保証部 環境推進室
ＴＥＬ０６‐６８２１‐５８０１ＦＡＸ０６‐６８２１‐５７０３
２００５年６月発行

環境保全活動の歩み

１９６３年 ２月 ダスキン創業 フランチャイズチェーンを通じてダスト
コントロール商品の「レンタルシステム」を展開

１９７１年 ２月 平塚工場（現・神奈川工場）に廃水処理装置第１号を導入

１９７３年１２月 レンタル再生工場４０工場に廃水処理装置を導入完了

１９７４年 ６月 廃水の高度生物処理法「固定床式接触酸化法」開発・導入

１９９０年 ６月 廃棄物の自社処理施設として「スラッジ用焼却炉」「乾留
ガス化炉」導入

１９９３年 ７月 ミスタードーナツが廃油の石けん化開始

１９９４年１１月 ミスタードーナツがエコロジカル・フードサービス部門
において「農林水産大臣賞」受賞

１９９８年 ４月 レンタル営業車に「天然ガス自動車」を２０台テスト導入

１９９８年１１月 ｢クリーンアップ ザ ワールド」世界１２２カ国加盟の環境
美化活動協賛

１９９９年 ２月 大阪中央工場 ＩＳＯ１４００１認証取得

２０００年 ３月 全国３０の総合工場・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２０００年 ４月 ミスタードーナツ全ショップ・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００１年 ３月 訪販サービス（クリーンサービス）全店・本部 ＩＳＯ１４００１
認証取得

２００１年 ４月 ケアサービス（サービスマスター、ターミニックス、メリ
ーメイド、トゥルグリーン、ファシリティマネジメント、ヘ
ルスケアの６事業）全拠点・各本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００１年 ７月 ダスキンレントオール全店・本部 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００２年 ４月 コージェネレーション発電システムテスト導入

２００３年 ３月 全国４７の全総合工場 ＩＳＯ１４００１認証取得

２００３年１２月 配送委託会社御船運輸が「くまもとクリーン大賞」受賞

２００４年 ３月 全国の工場設置焼却炉を廃止

２００４年 ４月 ダスキン行動基準（第１版）の策定

２００５年 ３月 ダスキン環境管理規定の発効

株式会社ダスキンホームページ
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｄｕｓｋｉｎ.ｃｏ.ｊｐ

ミスタードーナツホームページ
ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍｉｓｔｅｒｄｏｎｕｔ.ｊｐ
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IＳＯ１４００１認証

全国のフランチャイズ加盟店や工場とともに、全社で国際規格ＩＳＯ１４００１

に準拠した環境マネジメントに取り組んでいます。

【クリーンサービス事業】
登録対象：本部と全加盟店・支店
登 録 日：２００１年３月３０日
登録番号：ＪＱＡ‐ＥＭ１４８３
認定機関：財団法人日本品質保証機構

【生産本部】
登録対象：生産本部と４７工場
登 録 日：２０００年３月３日に３０工場登録、

２００３年３月に４７工場へ登録拡大
登録番号：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ０９５
認定機関：社団法人日本能率協会

【ケアサービス事業】
登録対象：サービスマスター

ターミニックス
メリーメイド
トゥルグリーン
ファシリティマネジメント
ヘルスケア
ホームインステッド
の各本部と全拠点

登 録 日：２００１年４月２７日
登録番号：ＪＱＡ‐ＥＭ１５５２
認定機関：財団法人日本品質保証機構

【ミスタードーナツ事業】
登録対象：本部と全ショップ
登 録 日：２０００年４月２１日
登録番号：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ１０４
認定機関：社団法人日本能率協会

【レントオール事業】
登録対象：本部と全店
登 録 日：２００１年７月２６日
登録番号：ＪＭＡＱＡ‐Ｅ２１８
認定機関：社団法人日本能率協会

環境意識普及活動

環境パネラー参加 ─────────────

レンタルシステムの環境メリットや環境保全の取り組みを広

く社会へ紹介するため、各種の環境フォーラムにパネラーとし

て参加しました。

社内の環境意識・知識向上活動

環境講演会開催 ──────────────

従業員の環境に対する意識・知識向上を目的に、さまざまな分野

で活躍する環境の専門家を本社に招き、講演会を開催しています。

１００万人のキャンドルナイトに参加 ──────

地球温暖化防止に向け、環境省と非政府組織が連携してスター

トした「１００万人のキャンドルナイト」キャンペーンに参加。２００４

年６月１９日から夏至にあたる２１日までの３日間、午後８時から１０時

まで、本社ビルのロゴ、ミスタードーナツ本部の外灯、東京の

商業界ビルのネオンなどを消灯しました。

〈２００４年度の実績〉
｢不法投棄の手口と巻き込まれないための
チェックポイント」（７月７日）
株式会社ガイアドリーム代表取締役　志岐秀明さん

｢美しい地球を子どもたちに」（８月１９日）
「非対立の生きかた」（３月２日）
ネットワーク地球村代表　高木善之さん

｢美しい地球を未来に残そう」（１０月１５日）
ココロジー研究所代表　立山裕二さん

｢将来に向けた企業の持続可能な社会活動を目指して」
（１０月１９日）
大阪環境カウンセラー協会
（元・松下電器産業株式会社品質保証部責任者） 吉村孝史さん

〈２００４年度の実績〉
レンタルの環境メリットについて、品質保証部環境
推進室・吉村俊樹が講演
１１月１６日／財団法人地球環境戦略研究機関（ＩＧＥ
Ｓ）主催「産業と環境 国際ワークショップ２００４」／神
戸国際会議場

環境配慮型レンタルシステムをテーマに、クリーン
サービス事業本部商品開発部・今西正博が講演
１１月２６日／ＮＰＯ法人エコデザインネットワーク主催
「エコデザインセミナー／環境配慮型設計とエコデ
ザイン」／アジア太平洋トレードセンター

閉店時陳列ドーナツの畜産飼料化について、ミスター
ドーナツ事業本部ＩＳＯ事務局・上木康広が講演
１月２７日／ＡＴＣグリーンエコプラザ主催の特別セ
ミナー「食品リサイクル法と今後の展望」／ＡＴＣグ
リーンエコプラザ




